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功績をたたえて
11月３日、町の発展などに功績のあった方への

功労賞、文化賞、スポーツ賞などの表彰式が町民センターで行われました。

自

治

功

労

産
業
経
済
功
労

社
会
福
祉
功
労

平野　武雄さ
 ん

新町・72歳

松田　和幸さ
 ん

郊南１・64歳

故 我妻　敏子さ
 ん

南４－２

髙橋　　雅さ
 ん

北２－３・81歳

故 浅川　　昭さ
 ん

南２－１

　

昭
和
55
年
４
月
か
ら
平
成
７
年

３
月
ま
で
の
５
期
15
年
間
に
わ
た

り
、町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

農
地
あ
っ
せ
ん
業
務
や
農
業
者
年

金
の
加
入
推
進
活
動
な
ど
に
取
り

組
み
、
農
業
者
の
経
営
基
盤
の
確

立
や
生
活
の
安
定
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
平
成
元
年
４
月
か

ら
平
成
４
年
３
月
ま
で
会
長
職
務

代
理
、
平
成
４
年
４
月
か
ら
平
成

７
年
３
月
ま
で
は
会
長
と
し
て
、

会
の
中
心
と
な
っ
て
農
業
委
員
会

業
務
全
般
に
つ
い
て
積
極
的
に
推

進
し
、
農
業
者
の
地
位
向
上
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
７

年
５
月
か
ら
平
成
19
年
４
月
ま
で

の
３
期
12
年
間
に
わ
た
り
町
議
会

議
員
と
し
て
、
地
域
行
政
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
、
町
政
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
旧
足
寄
町
農
業
共
済

組
合
の
理
事
に
就
任
以
来
、
共
済

事
業
の
充
実
・
拡
大
を
図
り
、
特

に
畑
作
物
共
済
の
引
き
受
け
拡
大

と
定
着
化
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２
年
の
農
業
共
済
組

合
広
域
合
併
に
当
た
っ
て
は
、
本

町
の
組
合
員
へ
の
理
解
・
説
得
に

ま
い
進
し
、
合
併
実
現
に
向
け
そ

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
合

併
後
は
監
事
に
就
任
、
平
成
５
年

か
ら
は
代
表
監
事
に
選
任
さ
れ
、

常
に
組
合
の
財
務
状
況
を
把
握
し
、

組
合
運
営
の
健
全
化
を
期
す
た
め

積
極
的
に
理
事
者
に
進
言
す
る
な

ど
、
業
務
の
適
正
執
行
と
組
合
員

の
負
託
に
応
え
得
る
組
織
の
運
営

基
盤
強
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
９
月
か
ら
平
成
23
年

３
月
ま
で
の
33
年
余
に
わ
た
り
、

町
赤
十
字
奉
仕
団
団
員
お
よ
び
副

委
員
長
と
し
て
、
ま
た
、
昭
和
54

年
か
ら
は
町
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、

本
町
の
高
齢
者
福
祉
事
業
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
特
に
、
平
成
元
年
か
ら
は
婦

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
長

と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
評
議
員
お
よ

び
理
事
を
32
年
間
務
め
ら
れ
た
ほ

か
、
町
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

本
町
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

文

化

賞

個 

人

新
津
眞
理
子
さ
ん

（
南
１

－

２
）

　

昭
和
61
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た

町
公
民
館
主
催
の
「
お
話
し
会
と

映
画
の
つ
ど
い
」
以
来
、
25
年
間

に
わ
た
り
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
は

な
し
会
」
を
開
催
し
、
幼
児
や
小

学
校
低
学
年
を
対
象
と
し
た
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
工
作

等
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
長
年
に
わ
た
る
活
動
は
、
本

町
の
読
書
活
動
の
推
進
に
多
大
な

貢
献
を
果
た
し
、
子
ど
も
た
ち
の

情
操
教
育
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

文

化

奨

励

賞

個 

人

相
馬
竹
夫
さ
ん

（
新
町
）

　

第
36
回
全
道
民
謡
民
舞
大
会
寿

年
二
部
（
民
謡
）
優
勝

髙
橋
康
子
さ

ん

（
西
町
７
）

　

第
17
回
北
海
道
野
生
生
物
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
植
物
部
門
１
席
、
動

物
部
門
２
席

　

平
成
元
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
20
年
間
に
わ
た
り
、

町
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
国
の

行
政
機
関
は
も
と
よ
り
地
方
公
共

団
体
な
ど
と
、
住
民
と
の
パ
イ
プ

役
を
務
め
ら
れ
、
行
政
全
般
に
対

す
る
苦
情
処
理
を
親
身
に
対
応
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
４

月
か
ら
平
成
13
年
３
月
ま
で
町
社

会
教
育
委
員
と
し
て
、
本
町
の
社

会
教
育
に
関
す
る
事
項
へ
の
指
導
・

助
言
を
、
平
成
７
年
12
月
か
ら
平

成
19
年
12
月
ま
で
は
、
町
行
政
改

革
推
進
委
員
会
委
員
と
し
て
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
効

率
的
な
町
政
の
実
現
に
向
け
助
言

を
行
う
な
ど
、
本
町
行
政
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
56
年
９
月
か
ら
平
成
23
年

２
月
ま
で
の
29
年
余
に
わ
た
り
、

町
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
公

正
な
人
事
行
政
の
確
立
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
３
年
６

月
か
ら
は
公
平
委
員
会
委
員
長
と

し
て
、
常
に
中
立
公
正
を
旨
と
し

て
職
務
に
当
た
ら
れ
、
町
職
員
の

勤
務
条
件
の
適
正
化
等
へ
の
助
言

や
不
利
益
処
分
申
し
立
て
の
審
査

を
行
う
な
ど
、町
行
政
の
民
主
的
、

能
率
的
な
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
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９月13日、訪問団やホストファミリーと一緒に（バイザレイクパークにて）

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

個 

人

木
村
海
斗
さ

ん

（
螺
湾
小
５
年
）

　

第
53
回
十
勝
子
ど
も
大
会
美
術

作
品
の
部
（
絵
画
）
特
選

ス

ポ

ー

ツ

賞

個 

人

平
野
昌
成
さ
ん

（
南
６

－

５
）

　

足
寄
高
校
に
赴
任
し
て
か
ら
の

５
年
間
で
陸
上
部
顧
問
と
し
て
、

熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
高
体
連
・

新
人
戦
・
国
体
道
予
選
会
等
10
大

会
連
続
全
道
大
会
に
導
き
、
今
年

度
開
催
さ
れ
た
北
海
道
高
等
学
校

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
同
校
３

年
の
清
水
達
也
選
手
に
お
い
て
は
、

１
５
０
０
ｍ
・
５
０
０
０
ｍ
で
第

１
位
に
輝
く
な
ど
、
優
れ
た
指
導

力
で
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 

人

小
笠
原
ト
シ
子
さ
ん

（
南
２

－

５
）

　

２
０
１
０
全
十
勝
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
女
子
の
部
優
勝

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

個 

人

岡
田　

樹
さ

ん（
帯
広
南
商
業
高
１
年
）

　

平
成
22
年
度
全
国
中
学
校
体
育

大
会
第
31
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
大
会
男
子
５
０
０
０
ｍ
第
３
位

団 

体

足
寄
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

部
男
子

　

平
成
22
年
度
全
国
中
学
校
体
育

大
会
第
31
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
大
会
男
子
総
合
準
優
勝

足
寄
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
34
回
（
２
０
１
１
年
度
）
全

国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
北

海
道
予
選
会
男
子
13
・
14
歳
４
０

０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

奨

励

賞

個 

人

阿
蘇
康
大
さ
ん（
帯
広
三
条
高
１
年
）

　

平
成
22
年
度
第
57
回
全
十
勝
中

学
校
体
育
大
会
冬
季
ス
ケ
ー
ト
大

会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
男
子

５
０
０
ｍ
・
１
０
０
０
ｍ
第
１
位

　

平
成
22
年
度
第
57
回
全
十
勝
中

学
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
総
合

優
勝

遠
國
大
地
さ
ん（
帯
広
三
条
高
１
年
）

　

平
成
22
年
度
全
国
中
学
校
体
育

大
会
第
31
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
大
会
男
子
１
５
０
０
ｍ
第
６
位

川
島
昂
也
さ

ん

（
足
寄
中
３
年
）

　

平
成
23
年
度
第
39
回
北
海
道
中

学
校
柔
道
大
会
十
勝
地
区
予
選
会

男
子
個
人
戦
90
㎏
超
級
優
勝

　

平
成
23
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
39
回
北
海
道
中
学
校
柔

道
大
会
男
子
個
人
戦
＋
90
㎏
級
準

優
勝

横
田
早
紀
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
）

　

平
成
23
年
度
第
30
回
全
十
勝
中

学
校
水
泳
大
会
第
32
回
北
海
道
中

学
校
水
泳
大
会
十
勝
地
区
予
選
女

子
８
０
０
ｍ
自
由
形
第
１
位
、
女

子
４
０
０
ｍ
自
由
形
第
１
位

　

第
15
回
十
勝
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
女
子
13
・
14
歳
８
０
０
ｍ
自

由
形
第
１
位

岡
田　

翔
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
）

　

平
成
22
年
度
全
国
中
学
校
体
育

大
会
第
31
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
大
会
男
子
５
０
０
０
ｍ
第
６
位

山
田
和
真
さ
ん

（
足
寄
中
１
年
）

　

平
成
23
年
度
第
30
回
全
十
勝
中

学
校
水
泳
大
会
第
32
回
北
海
道
中

学
校
水
泳
大
会
十
勝
地
区
予
選
男

子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
第
１
位

　

第
20
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
大
会
男
子
11
・
12
歳
２

０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
第
１
位

熊
坂
瑠
菜
さ
ん

（
足
寄
小
６
年
）

　

第
38
回
全
十
勝
小
学
校
陸
上
競

技
大
会
小
学
女
子
６
年
走
幅
跳
第

１
位

白
澤
柚
希
さ

ん

（
足
寄
小
６
年
）

　

第
29
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
女
子
９
・
10
歳
１
０
０
ｍ
自

由
形
第
１
位

成
田
龍
哉
さ
ん

（
芽
登
小
５
年
）

　

第
15
回
十
勝
大
平
原
全
道
少
年

剣
道
錬
成
大
会
小
学
生
の
部
準
優

勝団 

体

足
寄
中
学
校
卓
球
部
男
子

　

平
成
22
年
度
第
32
回
全
十
勝
中

学
校
秋
季
卓
球
大
会
男
子
団
体
戦

優
勝

　

平
成
23
年
度
全
十
勝
中
学
校
体

育
大
会
第
14
回
全
十
勝
中
学
校
春

季
卓
球
大
会
男
子
団
体
戦
優
勝

　

平
成
23
年
度
全
十
勝
中
学
校
体

育
大
会
第
46
回
全
十
勝
中
学
校
夏

季
卓
球
大
会
男
子
団
体
戦
優
勝

足
寄
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

部
女
子

　

平
成
22
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
41
回
北
海
道
中
学
校
ス

ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
女
子
２

０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
３
位

足
寄
中
学
校
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー
ム

男
子

　

平
成
23
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
32
回
北
海
道
中
学
校
水

泳
大
会
男
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
第
３
位
、
男
子
４
０
０
ｍ

フ
リ
ー
リ
レ
ー
第
３
位

足
寄
中
学
校
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー
ム

女
子

　

平
成
23
年
度
第
30
回
全
十
勝
中

学
校
水
泳
大
会
第
32
回
北
海
道
中

学
校
水
泳
大
会
十
勝
地
区
予
選
女

子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
優

勝
　

第
15
回
十
勝
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
女
子
13
・
14
歳
４
０
０
ｍ
メ

ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位

足
寄
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
20
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
大
会
男
子
13
・
14
歳
４

０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

　

第
15
回
十
勝
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
男
子
11
・
12
歳
２
０
０
ｍ
リ

レ
ー
第
１
位

　

第
34
回
（
２
０
１
１
年
度
）
全

国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
北

海
道
予
選
会
男
子
10
歳
以
下
２
０

０
ｍ
リ
レ
ー
第
３
位

　

第
29
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
男
子
９
・
10
歳
２
０
０
ｍ
リ

レ
ー
第
１
位

平
成
23
年
度
足
寄
町
中
学
生
・
高
校
生

海
外
研
修
派
遣
事
業

　

町
で
は
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
と

の
友
好
親
善
と
町
民
が
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
た
め
に

昭
和
61
年
か
ら
海
外
研
修
派
遣
事
業
が
実
施
さ
れ
、
中
・

高
生
の
派
遣
は
今
回
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。
９
月
11
日

か
ら
21
日
の
日
程
で
平
成
23
年
度
足
寄
町
中
学
生
・
高
校

生
海
外
研
修
派
遣
団
が
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
な
ど
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

団
員
17
人
（
中
学
生
10
人
、
高
校
生
５
人
、
教
員
１
人
、

随
行
員
１
人
）
は
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・
足
寄
友
好
協

会
の
心
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中
心
に

一
日
体
験
入
学
や
市
内
見
学
な
ど
の
研
修
を
行
い
、
貴
重

な
体
験
と
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
胸
に
帰
町
し
ま
し
た
。

団　

長　

宮
村　

栄
治
さ
ん

（
足
寄
中
学
校
教
頭
）

　

「
私
自
身
、
２
度
目
の
海
外
研
修
団
引
率
で
前
回
の
苦

労
が
脳
裏
に
よ
み
が
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
約
10
時
間
に

及
ぶ
空
路
で
は
、
座
席
に
テ
レ
ビ
、
現
地
で
の
会
話
に
は

電
子
辞
書
と
文
明
の
進
歩
に
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。
生
で

見
た
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
田
畑
と
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
に
は
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。
ウ
ェ
タ
ス
キ

ウ
ィ
ン
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
、
思
い
や
り
や
感

謝
の
気
持
ち
を
と
て
も
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
同

時
に
、
日
本
文
化
や
家
族
の
有
り
難
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

友
好
協
会
会
長
の
グ
ラ
デ
ィ
ス
・
マ
ジ
ェ
ル
ス
キ
ー
さ

ん

を

始
め
と
す
る
友
好
協
会
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
足
寄
町
に
感
謝
し
ま
す
。
団
員
に
は
一
生
の

思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。」

平
成
23
年
度
足
寄
町
中
学
生
・

高
校
生
海
外
研
修
派
遣
団

団　

員

　

櫻
井　

牧
歩
さ
ん

（
足
寄
中
１
年
生
）

　

菅
原　
　

諒
さ
ん

（
足
寄
中
１
年
生
）

　

丸
山　

智
子
さ
ん

（
足
寄
中
１
年
生
）

　

斎
藤　
　

豪
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
生
）

　

斎
藤　

寧
々
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
生
）

　

菅
原　

和
実
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
生
）

　

清
水
望
千
乃
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
生
）

　

原　
　

茉
畝
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
生
）

　

山
崎　

真
穂
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
生
）

　

横
田　

早
紀
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
生
）

　

尾
西　
　

悠
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
生
）

　

菅
原　

一
茂
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
生
）

　

山
下　

貴
紘
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
生
）

　

桜
井　

祐
衣
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
生
）

　

諸
橋　

久
美
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
生
）

団　

長

　

宮
村　

栄
治
さ

ん

（
足
寄
中
学
校
教
頭
）

随
行
員

　

西
岡　
　

潤
さ

ん

（
教
育
委
員
会
）
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元
町
長

　
富
田
秋
雄
さ
ん

を
し
の
ん
で

平
成
23
年
７
月
４
日
、
元
町
長
の
富
田
秋
雄
さ
ん

（
享
年
81
歳
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

富
田
さ
ん

は
、
昭
和
58
年
５
月
に
足
寄
町
長
に
初
当
選
さ
れ
、
３
期
12
年
間
に
わ
た
り

町
政
の
か
じ
取
り
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
富
田
さ
ん

の
功
績
等
を
お
伝
え
し
ま
す
。

故 富田秋雄さ
ん

　

富
田
さ
ん

は
、
昭
和
19
年
８
月
西

足
寄
村
に
奉
職
し
、
地
方
自
治
の

道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
足
寄
町

役
場
総
務
課
町
民
相
談
室
長
や
総

務
課
長
を
歴
任
後
、
昭
和
45
年
６

月
に
助
役
に
選
任
さ
れ
、
昭
和
58

年
５
月
、
足
寄
町
長
に
初
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
中
は
「
豊
か
な
ま
ち
と
ふ

れ
あ
い
社
会
を
次
代
に
つ
た
え
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
町

の
基
盤
づ
く
り
に
ま
い
進
さ
れ
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
担

う
町
民
が
国
際
感
覚
を
身
に
付
け

る
た
め
の
海
外
視
察
研
修
や
カ
ナ

ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
、
国
際
交
流
員
招

へ
い
な
ど
の
教
育
関
連
か
ら
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
心
身
障

が
い
児
通
所
施
設
「
あ
ゆ
み
園
」

の
開
設
等
、
福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
足
寄
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
総

合
体
育
館
、
温
水
プ
ー
ル
な
ど
の

整
備
の
ほ
か
、
自
衛
隊
足
寄
弾
薬

支
処
、
企
業
誘
致
に
も
力
を
注
が

れ
ま
し
た
。
町
民
の
足
を
守
る
た

め
旧
国
鉄
池
北
線
の
存
続
に
奔
走

し
、
平
成
元
年
ふ
る
さ
と
銀
河
線

が
開
業
。
平
成
18
年
の
銀
河
線
廃

線
時
に
は
一
日
駅
長
を
務
め
、
最

後
の
列
車
を
送
り
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
任
後
は
こ
れ
ま
で
の

知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
町
史
編

さ
ん
委
員
会
委
員
長
も
長
年
に
わ

た
り
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

富
田
さ
ん

が
郷
土
「
足
寄
町
」
に

捧
げ
ら
れ
た
ご
功
績
の
数
々
は
、

本
町
の
今
後
の
発
展
の
上
に
伝
え

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

心
か
ら
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。

�

足
寄
町
長　

安
久
津　

勝
彦

六
人
会
の
思
い
出

�

星
野
　
喜
美
男
さ
ん

　

昭
和
58
年
４
月
、
小
林
弘
道
町

長
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
勇
退
さ

れ
た
後
、
富
田
さ
ん

が
町
長
に
初
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
町
民
の

高
齢
化
、
生
活
水
準
の
向
上
に
よ

る
住
民
意
識
の
変
化
等
、
多
様
化

す
る
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
一
方
で
行
政
の
合
理
化
と

財
政
運
営
の
効
率
的
な
運
営
に
も

配
慮
を
求
め
ら
れ
る
時
代
で
も
あ

り
し
た
。「
六
人
会
」
は
、
森
本

欣
吉
さ
ん

（
北
２
条
２
丁
目
）、
岡

崎
薫
さ
ん

（
西
町
７
丁
目
）、
故
真

鍋
重
幸
さ
ん

（
南
２
条
２
丁
目
）、

故
浅
川
昭
さ
ん

（
南
２
条
１
丁
目
）

が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
「
時
に
は
杯
で
も
交
わ
し
て

富
田
さ

ん

と
共
に
ス
ト
レ
ス
発
散
も

妙
案
で
は
」
と
の
提
案
で
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
同
年
齢

と
い
う
こ
と
で
お
誘
い
を
受
け
た

よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

富
田
さ
ん

と
の
会
合
は
、
当
初
か

ら
屈
託
の
な
い
会
合
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
戦
中
、
戦
後
の
苦
難

の
時
代
を
生
き
て
き
た
相
通
じ
る

体
験
か
ら
話
題
が
共
通
し
、
い
つ

の
会
合
で
も
笑
い
の
尽
き
な
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
町
長

退
任
後
も
会
は
継
続
し
、
後
に
は

妻
同
伴
で
一
泊
旅
行
に
出
掛
け
、

道
東
方
面
や
日
高
方
面
と
、
春
は

お
花
見
、
秋
は
紅
葉
観
賞
と
童
心

に
か
え
り
歩
き
回
っ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
退
任
後
の
富
田

さ
ん

は
、
自
宅
で
在
任
中
の
出
来
事

な
ど
を
手
帳
に
書
き
綴
っ
て
い
た

と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
健
康
に
つ

い
て
、
誰
よ
り
も
気
を
使
い
、
町

民
セ
ン
タ
ー
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
み
ん
な
と
一
緒
に
な
っ
て
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
に
興
じ
、
時
に
は
隣
家

の
犬
を
連
れ
て
市
街
地
を
散
歩
し

て
い
る
姿
も
見
か
け
た
も
の
で
し

た
。

　

足
寄
町
は
平
成
20
年
に
開
町
１

０
０
年
を
迎
え
、
昭
和
48
年
に
発

刊
さ
れ
た
「
足
寄
町
史
」
も
30
余

年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
新
町

史
の
発
刊
を
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

富
田
さ
ん

は
町
史
編
さ
ん
委
員
会
委

員
長
を
務
め
ら
れ
、
執
筆
者
の
皆

さ
ま
と
共
に
、
そ
の
推
進
に
努
力

さ
れ
た
結
果
、
素
晴
ら
し
い
「
足

寄
百
年
史
」（
全
３
巻
）
が
完
成

さ
れ
た
こ
と
は
、
町
民
の
一
員
と

し
て
感
謝
の
心
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

町
の
次
世
代
を
引
き
継
ぐ
町
民
の

皆
さ
ま
に
何
物
に
も
勝
る
贈
り
物

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

富
田
さ
ん

は
悠
々
自
適
の
日
々
を

送
っ
て
お
ら
れ
た
平
成
20
年
10
月
、

開
町
１
０
０
年
記
念
式
典
を
翌
日

に
迎
え
よ
う
と
い
う
と
き
に
発
病

し
、
以
来
入
院
加
療
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
ご
子
息
様
夫
妻
を
は
じ
め
、

ご
親
族
の
手
厚
い
看
護
の
甲
斐
も

な
く
、
黄
泉
の
道
に
旅
立
た
れ
た

と
の
悲
報
を
受
け
「
天
命
、
時
を

か
さ
ず
」
と
申
せ
、
驚
き
と
悲
し

み
の
あ
ま
り
お
悔
や
み
の
言
葉
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
た
だ
「
六
人

会
」
揃
っ
て
「
と
わ
」
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

富
田
さ
ん

の
思
い
出

�

横
田
　
嘉
之
さ
ん

Ｑ
ど
の
よ
う
な
お
人
柄
で
し
た
か
？

～
常
に
快
活
に
し
て
理
性
的
で
行

政
に
携
わ
り
、
そ
の
中
枢
で
貢

献
す
る
こ
と
半
世
紀
、
自
他
共

に
認
め
る
練
達
の
士
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
を
惜
し
み
な
く
発
揮

さ
れ
、
そ
の
集
大
成
に
い
そ
し

む
日
々
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
う
で

し
た
か
？

～
助
役
を
13
年
、
町
長
12
年
の
計

25
年
間
、
１
日
た
り
と
も
病
気

で
休
む
こ
と
は
な
か
っ
た
方
で

す
。
仕
事
に
対
す
る
情
熱
と
そ

の
責
任
を
果
た
す
姿
勢
に
感
服

し
ま
し
た
。
内
助
の
功
と
し
て

の
偉
大
さ
、
夫
婦
の
絆
と
し
て

の
偉
大
さ
、
精
神
力
の
偉
大
さ

に
脱
帽
で
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
か
？

～
公
の
施
設
が
各
分
野
に
わ
た
っ

て
整
備
さ
れ
、
い
ず
れ
の
施
設

も
華
美
に
な
ら
な
い
中
で
、
品

位
に
富
み
風
情
が
感
じ
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
形
成
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
常
に
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
一
番
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
た
こ
と
は
何
で
し
た
か
？

～
い
か
に
し
て
優
秀
な
職
員
を
養

成
す
る
か
、
職
員
研
修
の
充
実

を
図
り
職
員
と
し
て
の
素
養
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
使
命

感
の
強
い
職
員
の
育
成
を
推
し

進
め
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
技
術
の
目
ま
ぐ
る
し
い
進

歩
の
中
、
電
算
化
を
積
極
的
に

取
り
組
み
事
務
処
理
の
省
力
化

を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

～
昭
和
55
年
４
月
１
日
に
、
総
務

課
長
補
佐
職
か
ら
水
道
課
長
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
富
田
さ
ん

は

当
時
助
役
で
、
水
道
企
業
会
計

に
関
す
る
こ
と
は
助
役
に
は
権

限
が
な
く
、
町
議
会
の
提
案
内

容
を
よ
く
勉
強
し
て
失
敗
の
な

い
よ
う
に
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
行
政
の
練
達
の
士
、

元
足
寄
町
長
富
田
秋
雄
翁
の
死

を
悼
み
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

表
彰
歴

　

平
成
４
年
１
月

　
　

全
国
町
村
会
長
表
彰

　

平
成
８
年
４
月

　
　

北
海
道
町
村
会
長
表
彰

　

平
成
９
年
11
月

　
　

足
寄
町
長
表
彰

　

平
成
14
年
４
月

　
　

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　

平
成
23
年
７
月

　
　

特
旨
叙
位
（
従
六
位
）

富
田
さ

ん

と
親
交
の
あ
っ
た
星

野
喜
美
男
さ

ん

（
南
５
条
１
丁

目
）
と
富
田
町
政
時
代
、
助

役
を
務
め
ら
れ
た
横
田
嘉
之

さ
ん

（
南
７
条
３
丁
目
）
に
当

時
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

写
真
で
当
時
を

振
り
返
る

昭和58年５月就任初登庁

平成６年４月デイサービスセンター開所

平成２年９月ウェタスキウィン市と

姉妹締結を結ぶ

平成18年４月銀河線廃線

一日駅長を務める
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

まちかどまちかどまちかど

10.１-２ 九州大学公開講座

10.１-２ 足寄中学校文化祭

９.29 健康づくり講演会

　九州大学北海道演習林（久米篤林長）が「十

勝の自然と土壌～森の土を作る生物を調べる」

と題した公開講座を２日間にわたり開講しま

した。受講者は１日目に土壌生物や樹木の講

義を受け、２日目に同大学演習林で野外実習

「天然林散策と土壌動物採取体験」を行い、

十勝の自然や生物について知識を深めました。

　健康づくり講演会が町民センターで開かれ

ました。講師に心理・産業カウンセラーの神

田裕子さ
んを招き「こころの声に耳を傾けよう」

と題して講演を行いました。神田さ
んは、うつ

病の早期発見の重要性を説き「身近にうつ病

の人がいても特別扱いすることなく、そっと

心に寄り添ってほしい」と話されました。

　第22回町吹奏楽フェスティバル（町教育委

員会主催）が町民センターで開催され、約１

６０人が来場しました。足寄ジュニアブラス

バンド、足寄中学校吹奏楽部、足寄高等学校

吹奏楽局、足寄吹奏楽団が参加し、日ごろの

練習の成果を披露しました。また、総勢75人

の４団体合同による演奏も披露され、迫力あ

る演奏で来場者を魅了していました。

10.９ 吹奏楽フェスティバル

10.６ 事故や犯罪のない町へ

９.27 けんこう貯筋教室
　第１回けんこう貯筋教室が町民センターで

開かれ、参加者は健康づくりに取り組みまし

た。握力や10メートル障害物歩行、長座体前

屈など体力測定を行い、測定の結果を見た参

加者から「思ったよりできた」などの感想が

聞かれました。なお、この教室は12月６日ま

で全７回開催されます。

９.27 三町タスキリレー
　本別地区交通安全協会による秋の交通安全

運動三町合同タスキリレー足寄地区集会が足

寄交番前で行われました。町交通安全協会（國

見勲会長）の会員や町交通安全指導員など39

人が参加し、本別町から引き継いだたすきを

身に付け、ドライバーに交通安全を呼び掛け

ました。

　足寄中学校（西出伴良宏校長）が２日間の

日程で第63回文化祭を開催しました。「開花

～みんなで感動の花を咲かせYo！」をテー

マにダンスや劇、合唱コンクールなどが行わ

れました。生徒たちの日ごろの成果に会場に

詰め掛けた保護者などからたくさんの拍手が

送られていました。

　町交通安全・防犯町民大会（町交通安全協

会、町防犯協会主催）があしょろ銀河ホール

21で開かれ、関係者など約１２０人が参加し

ました。この大会は、犯罪と事故のない明る

い郷土の実現を目指し開催され、市街地区の

各学校や両協会の代表者が、交通安全や防犯

に向けた決意表明を行いました。

9
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10

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

11

10.15 赤十字ふれ“愛”バザール

　大収穫祭・秋の物産市があしょろ銀河ホー

ル21前のイベント広場で開かれました。会場

ではカボチャやジャガイモなどの秋野菜や町

特産品等も販売されたほか、町内林業若手グ

ループ岐志会メンバーによる薪割り体験コー

ナーも開かれ、観光客など約１５００人が訪

れにぎわいました。

　第24回チャリティー「赤十字ふれ“愛”バ

ザール」が町民センターで開かれました。会

場には町民から提供された衣類やバッグ、日

用品、野菜などが会場いっぱいに並べられ、

開場前からお気に入りの品を目当てにたくさ

んの人が詰めかけました。なお、このバザー

ルの益金は社会福祉のために活用されます。

10.16 秋の味覚を楽しむ

10.10 健脚を競う
　第32回町民マラソン大会が陸上競技場で行

われ、幼児から一般まで２５２人が参加しま

した。あいにくの曇天でしたが、選手たちは

家族や友人からの声援を受けながら各部門に

分かれて熱い戦いを繰り広げました。また、

第17回町民ウォーキングも行われ、出合いの

森などで森林浴を楽しみました。

10.14 いしやまワールド
　大誉地小学校（山本勇二校長）で「いしや

まワールド」が行われ、保護者や地域住民、

上利別保育所の子どもたちのほか、芽登小、

螺湾小の児童が訪れました。この催しは児童

会が中心となって企画され、参加者は児童手

作りの「カフェ」や「スポーツコーナー」な

どを楽しみました。

11

　「平成23年度における子ども手当の支給等に関する特別措置法」の

成立に伴い、子ども手当の支給対象者と支給額が変わりました。

　これまで、子ども手当を受け取っていた方を含め、受給対象となる

全ての方に手続きが必要となります。

平成２３年１０月から

子ども手当制度が変わりました

支給時期

平成24年２月 平成23年10月－平成24年１月分（４カ月分）

平成24年６月 平成24年２月－３月分（２カ月分）

支給額（月額・１人当たり）

� 期　間

対　象

改　正　前

平成23年４月－９月

改　正　後

平成23年10月－平成24年３月

３歳未満

１３，０００円

１５，０００円

３歳以上小学校修了前

（第１子・第２子）
１０，０００円

３歳以上小学校修了前

（第３子以降）
１５，０００円

中学生 １０，０００円

※18歳に到達する日以後の最初の３月31日までの間にある者で年齢の１番高い者から第１子と計算する。

支給要件の主な変更点

・原則として、子どもが日本国内に住んでいる場合に支給されます。

・父母が離婚協議中で別居している場合は、お子さんと同居している方へ支給されます。

・子どもに未成年後見人がいる場合は未成年後見人に、また、父母が海外に居住している場合には、父母が

指定する者に支給することができます。

・子どもが施設に入所している場合や里親等に預けられている場合は、原則として施設の設置者や里親等に

支給されます。

・保育料や学校給食費などを子ども手当から徴収することが可能になりました。

申請方法

・支給要件に該当する世帯には、11月中旬以降に申請書を郵送しますので、忘れずに申請してください。

・公務員の方は、勤務先での申請となります。

・10月以降に転入された方や子どもが生まれた方は、転入または出生日から15日以内に役場福祉課保健福祉

室福祉担当で申請手続きをしてください。なお、支給開始は届け出月の翌月からで、遅れて申請された場

合にはさかのぼって支給されません。

詳　細　役場福祉課保健福祉室福祉担当　☎２５－２１４１内線１４４
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ふ
る
さ
と
の
話
に
花
が
咲
く

東
京
と
足
寄
を
結
ぶ
・
ふ
る
さ
と
会
（
参
加
者
62
人
）
が
10
月
７
日
に
東
京
都
千
代
田
区
で
、

札
幌
足
寄
会
・
懇
親
会
（
参
加
者
62
人
）
が
同
月
14
日
に
札
幌
市
中
央
区
で
開
か
れ
、
本
町
出
身
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
共
に
笑
顔
で
、
懐
か
し
い
旧
友
や
先
輩
、
後
輩
と
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
や
近
況
を
報
告
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

東京と足寄を結ぶ・ふるさと会

札幌足寄会・懇親会

森正司会長

大井彰司会長

足寄中学校と足寄

高校の校歌を披露

平
成
22
年
度

足
寄
町
の
健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
平
成

22
年
度
足
寄
町
の
財
政
指
標
（
健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
）
を
公
表
し
ま
す
（
こ
れ
ら

の
比
率
は
、
監
査
委
員
の
審
査
を

受
け
、
意
見
を
付
け
て
町
議
会
に

報
告
し
た
内
容
で
す
）。

　

本
町
の
早
期
健
全
化
基
準
お
よ

び
経
営
健
全
化
基
準
は
「
健
全
」

段
階
で
す
。

※
健
全
化
判
断
比
率
は
①
実
質
赤

字
比
率
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率
④
将
来
負

担
比
率
の
４
つ
の
指
標
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
比
率
に
応
じ
て
「
健

全
」「
早
期
健
全
化
」「
財
政
再

生
」
の
３
段
階
に
区
分
さ
れ
ま

す
（
将
来
負
担
比
率
は
「
財
政

再
生
」
段
階
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※
資
金
不
足
比
率
は
、
公
営
企
業

会
計
ご
と
に
算
定
し「
健
全
」「
経

営
健
全
化
」
の
２
段
階
に
区
分

さ
れ
ま
す
。

健全化判断比率

資金不足比率

項　　　　　　　目 足寄町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ―― 　１４．６３％ ２０．００％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ―― 　１９．６３％ ４０．００％

実 質 公 債 費 比 率 １８．３％ 　２５．００％ ３５．００％

将 来 負 担 比 率 ３０．０％ ３５０．００％

会　　　計　　　名 足寄町の比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 ――

２０．００％
国民健康保険病院事業会計 ――

簡 易 水 道 特 別 会 計 ――

公共下水道事業特別会計 ――

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－」と表示しています。

※すべての会計で資金不足額がないため「－」と表示しています。

※総務省や北海

道のホームペー

ジで地方公共団

体財政健全化法

関係資料をご覧

いただけます。

町
で
は
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
て
い
ま
す

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

　

私
た
ち
の
納
め
る
税
金
は
、
生

活
に
関
わ
る
仕
事
を
行
う
た
め
の

重
要
な
財
源
で
す
。
税
負
担
の
公

平
を
保
つ
た
め
、
国
税
徴
収
法
お

よ
び
地
方
税
法
に
基
づ
き
財
産
調

査
・
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
ど
う
な

る
の
？

Ａ
納
税
義
務
者
で
あ
る
あ
な
た
の

財
産
調
査
を
し
、
滞
納
町
税
に

充
当
で
き
る
財
産
が
あ
れ
ば
差

し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

　

帯
広
市
と
十
勝
管
内
18
町
村
に

よ
る
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結

に
伴
い
「
十
勝
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
９
月
30
日
に
帯
広

市
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

策
定
に
は
、
民
間
団
体
や
地
域

の
関
係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た「
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
で
の
議
論

お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
十
勝
圏
域
の

将
来
像
や
具
体
的
な
取
り
組
み
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

例

：

預
金
、
給
与
、
生
命
保
険
、

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
テ
レ
ビ
、

家
、
土
地
な
ど

※
税
金
は
「
遊
興
費
」「
借
金
」

よ
り
も
優
先
し
ま
す
。

※
相
談
も
な
く
納
期
を
守
ら
な
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
（
年
14
・
６
％
）。
納
入

が
困
難
な
と
き
は
、
速
や
か
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
収
納
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
３
７

　

帯
広
市
は
圏
域
全
体
の
暮
ら
し

を
視
野
に
入
れ
て
必
要
な
都
市
機

能
の
整
備
を
進
め
、
各
町
村
は
そ

れ
ぞ
れ
が
有
す
る
資
源
や
特
性
な

ど
の
保
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。
本
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
は
総
務
課
企
画
財
政
室
で

公
表
し
て
い
ま
す
（
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）。

詳　

細

�

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
４
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第46回

災害から守る３つの名言

町民
防災講座

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
カ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
あ
の
時
テ
レ
ビ
で
見
た
光

景
は
い
ま
だ
に
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
生
き

残
っ
た
私
た
ち
は
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
び
、

考
え
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
同
じ
悲

し
み
を
体
験
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

名
言
１

　

【
人
間
は
考
え
る
葦あ

し

で
あ
る
】
と
い
う
言

葉
を
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。
17
世
紀
に
生

き
た
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
ブ
レ
ー
ズ
・
パ

ス
カ
ル
の
言
葉
で
「
人
間
は
ひ
と
く
き
の
葦

に
す
ぎ
な
い
。
自
然
の
中
で
最
も
弱
い
も
の

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
考
え
る
葦
で
あ
る
」

が
全
文
で
す
。
地
球
の
上
に
住
ま
わ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
小
さ
な
小
さ
な
存
在
で
す
が
「
考

え
る
力
」
を
持
つ
人
間
に
は
無
限
の
可
能
性

て
き
た
か
ら
で
す
。「
考
え
る
葦
」
で
あ
る

私
た
ち
は
、
こ
の
両
面
を
受
け
入
れ
、
生
け

る
地
球
の
上
で
、
ど
う
暮
ら
し
て
い
く
べ
き

な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
何
を
考
え
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
？

名
言
２

　

【
敵
を
知
り
、
己
を
知
れ
ば
、
百
戦
危
う

か
ら
ず
】
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
紀
元
前
５
０
０
年
ご
ろ
に

生
き
た
中
国
の
思
想
家
、
孫そ

ん

武ぶ

の
言
葉
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
対
し
て
も
、
敵
（
＝

起
こ
り
得
る
自
然
現
象
や
そ
れ
が
も
た
ら
す

災
害
な
ど
）
を
正
し
く
知
り
、
己
（
＝
被
災

を
回
避
す
る
た
め
に
自
分
や
地
域
に
備
わ
っ

て
い
る
資
源
な
ど
）
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ

と
が
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
行
政
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
多

く
の
防
災
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
対
策
が
万
能
で
は
な
い
こ
と
を
、

私
た
ち
は
今
回
の
震
災
で
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
危
険
が
迫
っ
た
と
き
に
は
役

場
な
ど
か
ら
避
難
に
関
す
る
情
報
が
出
さ
れ

ま
す
が
、
迫
り
く
る
危
険
の
全
て
を
正
確
に

予
測
す
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
で
き
ま
せ
ん
。

時
に
は
空
振
り
に
終
わ
っ
た
り
、
避
難
情
報

を
発
令
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
己
の
限
界
を

知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
か
な
わ
な

い
敵
（
＝
災
害
）
が
迫
っ
て
き
た
ら
、
逃
げ

る
し
か
な
い
の
で
す
。『
敵
』
と
『
己
』
を

知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
私
た
ち
は
身
を
危
険

に
晒
す
こ
と
な
く
暮
ら
せ
る
の
で
す
。

名
言
３

　

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
地
方
に
は
【
山
は
山

を
必
要
と
し
な
い
。
し
か
し
、
人
は
人
を
必

要
と
す
る
】
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
一
人
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
で
、
物
質
的
に

も
精
神
的
に
も
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
災
害
に
対
し
て
も
、

家
族
や
仲
間
、
近
所
の
住
民
同
士
が
互
い
に

支
え
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま

ず
は
「
考
え
る
葦
」
で
あ
る
あ
な
た
が
『
敵
』

と
『
己
』
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
り
の

人
々
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
反
対
に

あ
な
た
が
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で

す
。

　

生
き
て
い
る
地
球
に
暮
ら
し
て
い
る
限
り
、

人
は
災
害
に
遭
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
分

や
周
り
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
は
、
一

人
一
人
が
学
び
、
考
え
、
支
え
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

�

（
北
海
道
大
学
学
術
研
究
員　

伊
藤
晋
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
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が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
地
球
の
営
み
の
中
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
地
球
も
生
き
て
い
る
か
の
ご
と
く
、

そ
の
表
面
で
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
り
（
地

震
・
津
波
）、体
内
の
物
質
を
表
に
噴
き
出
し

た
り
（
火
山
噴
火
）
し
ま
す
。
地
球
の
自
転

で
大
気
が
流
れ
て
台
風
が
発
生
し
、
水
で
潤

う
地
球
で
は
水
蒸
気
が
雲
と
な
り
大
雨
を
降

ら
せ
て
洪
水
や
土
砂
災
害
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
球
で
は
こ
う

し
た
自
然
現
象
が
必
ず
起
こ
り
、
そ
こ
に
人

の
営
み
が
あ
れ
ば
『
災
害
』
に
な
る
の
で
す
。

　

一
方
で
、
私
た
ち
は
こ
う
し
た
地
球
の
営

み
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と

も
い
え
ま
す
。
豊
満
な
水
が
海
と
大
地
を
循

環
し
、
地
球
の
内
部
の
た
く
さ
ん
の
ミ
ネ
ラ

ル
が
地
表
に
も
た
ら
さ
れ
て
生
命
が
育
ま
れ

実
り
の
秋
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
樹
木
が

大
量
の
種
子
を
実
ら
せ
、

地
面
に
ま
き
散
ら
し
ま
す
。

羽
の
付
い
て
い
る
小
さ
な
種
子
で
は
、

ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
ヒ

ラ
ヒ
ラ
と
舞
い
落
ち
て
き
ま
す
。
ド

ン
グ
リ
の
よ
う
な
大
き
な
種
子
で
は

ボ
タ
ッ
、
ボ
タ
と
、
大
き
な
雨
粒
の

よ
う
に
落
ち
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

種
子
は
、
落
ち
葉
の
間
に
紛
れ
て
森

林
の
地
表
に
到
達
し
、
冬
の
間
に
発

芽
す
る
準
備
を
始
め
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、春
に
な
っ
て
も
発
芽
で
き
ず
に
、

そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
多

い
の
で
す
。
死
ん
で
し
ま
う
理
由
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
大
き
な

要
因
の
一
つ
と
し
て
菌
類
に
よ
る
感

染
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
寒
冷
地
、

特
に
積
雪
の
多
い
地
域
で
は
暗
色
雪

腐
病
菌
の
影
響
が
大
き
く
、

こ
の
菌
は
積
雪
下
の
地
表

で
種
子
や
芽
生
え
に
感
染

し
ま
す
。
春
の
雪
解
け
直

第76回『雪の下の伝染病』
（九州大学北海道演習林林長　久米篤）

うっすらと雪をかぶった落ち

葉。これから菌が暗躍する。

後
に
は
、
芽
生
え
や
稚
樹
の
枝
の
地

面
に
触
れ
る
部
分
に
灰
褐
色
の
菌
糸

が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
芽
生
え
は

褐
色
に
変
色
し
て
枯
死
し
て
し
ま
い

ま
す
。
雪
の
無
い
間
、
暗
色
雪
腐
病

菌
は
落
ち
葉
の
間
に
潜
ん
で
い
ま
す

が
、
雪
の
下
の
０
℃
と
い
う
低
温
下

で
良
く
増
殖
し
、
数
十
日
か
け
て
種

子
の
発
芽
能
力
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ン
バ
類
は
こ
の
菌
に

感
染
し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
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社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
納
め
忘
れ
て
い
た
平
成
22

年
以
前
の
国
民
年
金
保
険
料
を
平
成
23
年
中

に
納
め
た
場
合
も
今
年
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
に
所
得
税
法
の
一

部
を
改
定
す
る
法
律
に
よ
り
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
を
め

ど
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
必

ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
自
身
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
宛
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

上
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示

さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

�
h
ttp
://w
w
w
.n
en
k
in
.g
o.jp
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帯
広
年
金
事
務
所

�
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役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当
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み
ん
な
の
国
民
年
金

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
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都市再生整備計画事業／事
後評価原案の公表について

『冬山の遭難事故防止』の
お願い

11月は、労働保険適用促進
強化月間です

　町では、平成20年度から都市再

生整備計画事業（旧まちづくり交

付金事業）を活用し、「銀河ホー

ル21地区」において事業を実施し

てきました。このたび同事業が最

終年度を迎えたため、「事後評価

原案」を次のとおり公表し、意見

を募集します。

公表期間　11月25日㈮まで

公表場所　役場建設課建設室

※町ホームページ（http://www.
town.ashoro.hokkaido.jp）でも

公表しています。

募集期限　11月25日㈮
詳　　細

� 役場建設課区画整理推進担当

� ☎２５－２１４１内線３６２

　冬山登山をする場合には、次の

点に気を付けましょう。

・無理のない計画と登山届を提出

する。

・単独での登山を避ける。

・天候の急変にも耐えられる装備

と予備食料や燃料などを準備す

る。

・携帯電話などの通信手段を携行

する。

・入山前には気象情報を確認し、

天候が悪化しそうな場合は、登

山を控える。

・冬山では、雪崩や危険個所の回

避など慎重な行動を心掛ける。

詳　　細� 本別警察署足寄交番

� ☎２５－２１５１

　農林水産業の一部を除き、労働

者を一人でも使用する事業主は、

法人・個人を問わず労働保険の加

入が義務付けられています。

詳　　細� 帯広労働基準監督署

� ☎０１５５－２２－８１００

　地域でさまざまな生涯学習活動を展開してい

る各種団体・サークルが集い、日ごろ培ってき

た活動を発信します。皆さんのお越しをお待ち

しています。

日　　時　11月20日㈰　午前９時30分－

場　　所　本別町体育館

内　　容　フリーマーケット、読み聞かせ、農

 本別町役場企画振興課企画・生涯学習担当

 ☎２２－８１２１

産品・加工品販売、

健康づくり・食生

活改善コーナー、

バザー（うどん・

そば）など

詳　　細

しばれ君・つららちゃんストラップ

好評発売中�
いきいきほんべつふれあい祭り

　しばれフェスティバルのマスコット「しばれ

君」と「つららちゃん」をストラップにしまし

た。陸別の道の駅

で好評発売中です。

　しばれ君・つら

らちゃん、それぞ

れ４８０円で発売

中ですが、２個１

組になったストラ

ップ（写真）は８

００円で販売して

います。

詳　　細　陸別振興公社　☎２７－２０１２

足寄百年史
（上・下巻・資料編）

好評発売中

ふるさとの歴史を
振り返ってみませんか？

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで

お知らせ
障害者控除認定について

通行規制のお知らせ

新築住宅の税額軽減措置

家屋を取り壊した方へ

平成23年分
年末調整等説明会

平成24年成人式参加者およ
び成人祝賀会実行委員募集

自然エネルギーセミナー

2011 in足寄を開催します

　身体障害者手帳を持っていない

方でも一定の要件に該当する方は、

所得税および地方税について手帳

をお持ちの方と同等の税控除を受

けることができます。

対 象 者

・65歳以上で身体などに障がいが

あると町長が認定した方

※なお、認定までには一定期間必

要となります。

・常に就床を必要とし、複雑な介

護を要する方（寝たきりの方）

詳　　細

� 役場福祉課保健福祉室福祉担当

� ☎２５－２１４１内線１４３

　道路工事のため次のとおり通行

止めを行います。なお、通行禁止

区間であっても区域内住民のため

に必要と認められる交通は確保し

ます。

工事箇所

・北４条１丁目

・北５条１丁目

（平成24年１月27日㈮まで）

・栄町２丁目（12月20日㈫まで）

詳　　細　建設課建設室土木担当

� ☎２５－２１４１内線３７６

　今年中に建設した住宅で次に該

当する場合は、来年度以降の固定

資産税が一定期間減額されます。

減額には申告書の提出が必要です。

要件

①専用住宅や併用住宅

②床面積が50㎡以上２８０㎡以下

※詳しくはお問い合わせください。

詳細　役場住民課税務室課税担当

� ☎２５－２１４１内線２３３

　今年中に取り壊した家屋には、

来年度から固定資産税がかかりま

せん。まだ届け出されていない方

は「家屋滅失届」を提出してくだ

さい。

詳細　役場住民課税務室課税担当

� ☎２５－２１４１内線２３３

　年末調整事務および源泉徴収票

等の作成要領について説明会を開

催します。

日時　11月30日㈬　午前10時－

場所　あしょろ銀河ホール21

詳細　役場住民課税務室課税担当

� ☎２５－３１８８内線２３２

　町では、平成24年の成人式を次

の日程で行います。対象者で足寄

町に住民票のある方には、11月中

旬にはがきで詳細およびご案内を

お送りします。お知り合いの方な

ど足寄町に住民票のない方で、参

加を希望される方がいましたら、

教育委員会生涯学習室までご連絡

ください。

　また、成人式式典終了後に実行

委員会主催の祝賀会開催を予定し

ており、祝賀会を盛り上げる実行

委員を募集しています。実行委員

に参加を希望される方についても

ご連絡ください。

開 催 日　平成24年１月８日㈰
場　　所　町民センター

対 象 者　平成３年４月２日－平

成４年４月１日生まれの方

詳　　細　教育委員会生涯学習室

� ☎２５－３１８８

　太陽・風力エネルギーやバイオ

マス・小水力エネルギーなど、自

然エネルギー利用の有効性につい

て一緒に考えてみませんか。

日　　時　12月10日㈯
　午後１時30分－４時30分

会　　場　あしょろ銀河ホール21

基調講演　「原子力社会から自然

エネルギー社会へ」

　～北海道新エネルギー普及促進

協会理事長　大友詔雄さ
ん

講　　演　「足寄町のバイオマス

タウン構想」ほか

詳　　細� 役場経済課

� ☎２５－２１４１内線２５０



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

ひとのうごき

10月末の住民基本台帳

人　口　　７，７０５　人　（±０)

　男　　　３，７４０　人　（＋２)

　女　　　３，９６５　人　（－２)

世　帯　　３，６０３世帯（－４)

　　　　　　　（　）内は前月比

今月の表紙

広報あしょろ11月号　№７０３
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線334
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆念願の道東自動車道が10月29日に

開通し、十勝と道央圏を結ぶ交通

アクセスが大幅に改善されました。

どんなものかと開通日当日、私も

早速利用し札幌に行ってきました。

☆途中、由仁パーキングエリアで休

憩していると、某新聞社に道東自

動車道開通の感想などインタビュ

ーを受けました。

☆普段は広報担当として取材する側

ですが、取材される側は初めてで、

最後まで平凡な感想しか出ずじま

い。もっと気の利いたコメントを

すればよかったと後悔しました。

☆妻には「あんなコメントじゃ、絶

対載らないね」と言われる始末。

次回までには、もっと腕を上げた

いと思います。

大西　杏
あん

奈
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年11月20日生まれ）

　歌やダンスが大好きで、毎日

お兄ちゃんとけんかしながら２

人で楽しく遊んでいます。

　明るく元気な優しい女の子に

なってね。

� 直樹・芳恵さ
んの子

� （旭町４丁目）
井出　瑛

あや

斗
と

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年11月26日生まれ）

　パワーショベルやダンプなど

働く車が大好きで見つけると嬉

しそうに教えてくれます。食欲

も旺盛で頼もしいです。これか

らも元気で優しい子に育ってね。

� 英徳・聖子さ
んの子

� （南７条２丁目）

髙坂　美
み

羽
う

ち
  ゃ
   ん

� （平成21年11月25日生まれ）

　ワンワンわんだーらんどや

ＫＡＲＡが大好きで、いつも歌

ったり踊ったりして遊んでいま

す。はしゃぎすぎてけがをしな

いように、元気に育ってね。

� 勝・真弓さ
んの子

� （西町３丁目）

　10月10日に開かれた「町民マラソン大会兼

町民ウォーキング」でのスナップです。

� （⇒10ページ）　


